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口蹄疫対策に係る補正予算（第２号）について

平成22年5月12日専決

宮崎県総務部財政課

１ 畜産農家の生活支援 ５７億円の融資制度新設

(1) 事業名 「○新畜産経営体生活支援資金」

(2) 事業概要

口蹄疫の発生により影響を受ける畜産農家に対する当面の生活資金としての融資

制度の新設。

発生農家 … ２００万円以内（融資期間１年以内。無利子）

発生農家以外の農家 … １００万円以内（融資期間６月以内。無利子）

※県と市町村が共同で融資機関へ利子補給

(3) 予算額 １０９,３１３千円（全額県費）

利子補給分：４０,５６３千円

損失補償分：６８,７５０千円

※債務負担行為（来年度分）：５,４５０千円

２ 家畜出荷遅延対策 事業費約４.７億円

(1) 事業名 「○新家畜緊急保留施設整備支援事業」

(2) 事業概要

移動制限等に伴い出荷遅延となる家畜を飼養するための簡易畜舎（リース）に対

する助成。

移動・搬出制限区域内 … 牛：国１／３＋県１万円／頭
（20km以内） 豚：国１／３＋県 千円／頭

移動・搬出制限区域外 … 区域内と同程度の額を補助（県単）

(3) 予算額 １００,３３３千円（全額県費）

※詳細は、別添の事業説明資料参照



１　予算の概要
                   

　た。

    補正額は、

２億９６４万６千円　です。

  　今回の補正予算による一般会計の歳入財源は、

        繰　入　金         　　２億９６４万６千円　です。

　　なお、今回の補正予算の内容は、以下のとおりです。

・  畜産経営体生活支援資金【畜産課】

・  家畜緊急保留施設整備支援事業【畜産課】

109,313千円　　　

  口蹄疫の発生に伴い、家畜の殺処分、移動制限措置及び市場の閉鎖等で
畜産経営に影響を受けている畜産農家の生活を支援するため、一定の収入
が発生するまで間の生活資金の融通に対し、利子補給等を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　（債務負担行為限度額　5,450千円）

100,333千円　　　

　家畜伝染病予防法に基づく家畜の移動・搬出制限により出荷できない家
畜を飼養する畜産農家に対し、簡易畜舎等の導入・整備経費を助成する。

平成２２年５月専決予算（平成２２年度宮崎県一般会計補正予算（第２号））の概要

平成２２年５月１２日

    今回の補正は、口蹄疫に関する緊急対策に伴う経費について専決により措置しまし

一 般 会 計

    この結果、一般会計の予算の規模は、５，８０７億７，４４８万５千円となります。

　　　○　口蹄疫に関する緊急対策

（単位：千円）

款 別 補 正 前 の 額 今 回 補 正 額 計

農 林 水 産 業 費 54,740,162 209,646 54,949,808

一 般 会 計 合 計 580,564,839 209,646 580,774,485

一 般 会 計 歳 出 一 覧
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月１２日専決分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 畜産経営体生活支援資金

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業の目的

家畜の殺処分、移動制限措置、市場の休止等により影響を受けている畜産農家

に対し、一定の収入が発生するまでの間必要となる生活資金について無利子融資

を行い、生活の安定を図る。

２ 事業の概要

(1) 予算額 １０９，３１３千円（債務負担額 ５，４５０千円）

(2) 事業内容

無利子融資を行うための利子補給を行うとともに、融資の円滑化を図るため

損失補償が必要となる場合に一定の補助を行う。

(2) 資金の内容等

発生農家 発生農家以外の農家

融資枠 ５７億円

資金の使途 畜産経営の再開、維持に向けて必要な生活費

貸付限度額 ２，０００千円 １，０００千円

償還期間 １年以内 ６月以内

貸付利率 無利子

取扱期限 せり市場の再開日等を考慮して別に定める。

利子補給割合 県１／２ 市町村１／２

損失補償補助 市町村が金融機関に損失補償を行った場合、１／２を補助
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平成22年度口蹄疫対策事業説明資料

（５月１２日専決分）

（部局：農政水産部）

事 業 名 家畜緊急保留施設整備支援事業

新規・既定の別 新規・既定 担当所属 畜産課

１ 事業の目的

移動・搬出制限や市場の休止に伴い、既存畜舎の収容能力を超える家畜の飼

養が必要となる畜産農家に対し、簡易畜舎等の導入・整備に要する費用を助成

することにより、経営の維持・安定を図る。

２ 事業の概要

(1) 予算額 １００，３３３千円

(2) 事業期間 平成２２年度

(3) 事業主体 県経済連、農協、県配合飼料価格安定基金協会等

(4) 事業内容

① 移動・搬出制限区域内

国の補助事業（「畜産高度化支援リース事業（１／３補助）」）を利用して

畜舎の導入・整備を行った場合、次により上乗せ補助を行う。

〔上乗せ補助〕

・肉用牛１頭当たり １０千円

・豚１頭当たり １千円

② 移動・搬出制限区域外

国の補助制度の対象とならない区域について、県において①と同様の措置

を講じる。

〔簡易畜舎等の導入・整備〕

所要の経費の１／３を補助

〔上乗せ補助分〕

・肉用牛１頭当たり １０千円

・豚１頭当たり １千円




